
14H．16．9．1

一

都
留
文
科
大
学

市
民
公
開
講
座

テ
ー
マ
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
憲
味
を
探
る
旅
」

禽
i
　
濁
都
留
文
科
大
学
隅
感
図
蕾
館

第
1
回
　
1
0
月
1
3
日
（
水
）

午
後
6
時
～
7
時
0
0
分

「
ど
ん
な
女
性
像
と
出
会
っ
て
育

っ
た
か
－
児
童
文
学
の
な
か
の

女
性
た
ち
」

講
　
師
　
牛
山
　
恵
（
都
留
文
科
大

－
学
国
文
学
科
教
授
）

第
2
回
　
1
0
月
2
0
日
（
水
）

午
後
6
時
～
7
時
3
0
分

「
天
使
が
家
庭
を
出
る
と
き
－
イ
ギ

リ
ス
の
女
た
ち
の
足
跡
を
辿
る
」

講
　
師
　
窪
田
憲
子
（
都
留
文
科
大

学
英
文
学
科
教
授
）

第
3
回
　
1
0
月
2
7
日
（
水
）

午
後
6
時
～
7
時
3
0
分

「
D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
を
考
え
る
－
弁
護

士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
」

講
　
師
　
杉
井
静
子
（
弁
護
士
）

第
4
回
　
日
月
6
日
（
土
）

午
後
1
時
0
0
分
～
3
時

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
思
想
的
源
流
を

た
ず
ね
て
ー
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

と
ル
ソ
ー
に
着
目
し
て
」

講
　
師
　
平
野
英
一
（
都
留
文
科
大

学
社
会
学
科
教
授
）

第
5
回
　
日
月
1
0
日
（
水
）

午
後
6
時
～
7
時
0
0
分

「
な
ぜ
『
花
嫁
』
は
焼
か
れ
る
の

か
～
－
　
イ
ン
ド
の
ダ
ウ
リ
ー

殺
人
を
め
ぐ
っ
て
」

講
　
師
　
大
平
栄
子
（
都
留
文
科
大

学
英
文
学
科
教
授
）

間
合
先
都
留
文
科
大
学

総
務
課
　
企
画
広
報
担
当

℡
（
4
3
）
4
3
4
1

一

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

「
特
産
品
開
発
の

ア
イ
デ
ア
募
集

…

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

ー

帝
民
俳
句
教
室
開
催
の

怒
知
ら
せ

生
涯
学
習
の
一
つ
と
し
て
、
俳

句
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
俳
句
を

や
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
る
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

開
催
日
第
1
回
　
9
月
1
4
日
（
火
）

第
2
回
　
1
0
月
1
4
日
（
木
）

第
3
回
　
Ⅱ
月
1
4
日
（
日
）

第
4
回
　
1
2
月
1
0
日
（
金
）

開
催
時
間

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
0
0
分

開
催
場
所

都
留
市
博
物
館

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
督
」
研
修
室

講
　
師
松
川
樹
海

（
都
留
市
俳
句
連
盟
顧
問
）

会
　
費
　
無
料

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
込
・
間
合
先

都
留
市
博
物
館

「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
留
」

℡
（
4
5
）
8
0
0
8

何
か
体
を
動
か
そ
う
と
思
う
皆

さ

ん

！

ニ

ュ

ー

ス

ポ

ー

ツ

に

チ

ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

期

　

日
1
0
月
4
日
（
月
）
～
Ⅱ
月
1
日
（
月
）

の
毎
週
月
曜
日
全
5
回

場
　
所
　
市
民
総
合
体
育
館

時
　
間
　
午
後
8
時
～
1
0
時

内
　
容
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・
キ
ン

ボ
ー
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
な
ど
数

種
類
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
紹
介

し
、
時
間
内
で
自
由
に
運
動
す
る
。

参
加
料
　
無
料

間
合
先
生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

‖
2
0
0
5
年
版

県
民
手
帳
予
約
受
付
中

県
民
手
帳
の
平
成
1
7
年
版
の
予

約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

価
　
格
　
手
　
帳
　
5
0
0
円

拡
大
鏡
　
　
6
0
円

住
所
録
　
　
5
0
円

手
帳
サ
イ
ズ
　
8
2
m
×
1
4
5
m

手
帳
内
容
　
日
記
縞
、
郷
土
編
、

統
計
編
、
名
簿
編
、
生
活
編

申
込
締
切
　
1
0
月
6
日
（
水
）

配
布
予
定
　
Ⅱ
月
初
旬

申
込
”
間
合
先

産
業
観
光
課
　
商
工
振
興
担
当

新
た
な
鱒
澄
晶

づ
く
り
を
国
指
し
て

都
留
市
商
工
会
は
、
当
該
地
域

の
地
域
特
性
を
最
大
限
い
か
し
、

有
形
・
無
形
の
未
利
用
資
源
な
ど

を
活
用
す
る
新
た
な
特
産
品
開
発

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
域
を
育
て
る
共
同
意
識

の
高
揚
と
、
地
域
産
業
の
活
性
化

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

皆
様
の
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
内
容

①
特
産
品
と
し
て
有
効
と
思
わ
れ

る
素
材
（
有
形
・
無
形
資
源
）

②
素
材
（
資
源
）
を
利
用
し
た
特
産

品
の
ア
イ
デ
ア

募
集
期
間

9
月
1
日
（
水
）
～
1
0
月
1
5
日
（
金
）

提
出
方
法
　
ハ
ガ
キ
、
F
A
X
、

メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

賞
　
品
　
都
留
市
商
工
会
特
産
品

開
発
委
員
会
に
て
開
発
に
採
用
し

た
ア
イ
デ
ィ
ア
提
供
者
に
一
万
円

分
の
商
品
券
（
期
間
限
定
）
を
進
呈

し
ま
す
。

提
出
先
〒

4

0

2

－

0

0

5

3

都
留
市
上
谷
3
－
6
－
3
8

都
留
市
商
工
会

℡
　
（
4
3
）
1
5
7
0

F
A
X
（
4
5
）
1
6
4
4

お
童
圭
⑧
争
〇
g
昏
鋭
巨
．
e
r
j
p

●
パ
ソ
コ
ン
講
座
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
）

日

　

程

〔
基
礎
編
〕
　
Ⅱ
月
8
・
9
・
Ⅱ
・

1
2
・
1
5
・
1
6
日

〔
応
用
編
〕
　
1
2
月
6
・
9
・
m
・

1
3
・
1
4
日

時
　
間
　
午
後
6
時
～
8
時
5
0
分

定
　
員
　
2
0
名

受
講
料
　
4
、
2
0
0
円

対
象
者
　
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
な

ど
を
使
い
こ
な
せ
る
方

受
付
期
間

開
講
日
2
カ
月
前
か
ら
先
着
順

に
て
受
け
付
け
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
（
申

し
込
み
F
A
X
可
）

●
機
械
科

訓
練
期
間

1
0
月
5
日
～
平
成
1
7
年
3
月
2
3
日

定
　
員
　
1
0
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。
）

訓
練
内
容
　
普
通
旋
盤
、
フ
ラ
イ

ス
盤
、
N
C
旋
盤
、
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
に
よ
る
金
属
切
削
加
工
な

ど
の
技
能
の
習
得
。

応
募
資
格
　
求
職
者
（
原
則
と
し
て

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
申
し
込

み
を
し
て
い
る
方
）

受
講
料
　
無
料
（
教
科
書
代
な
ど
は

自
己
負
担
）

間
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
校

℡
　
（
坐
8
9
1
1

F
A
X
（
4
3
）
8
9
1
2


